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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成23年8月25日(2011.8.25)

【公開番号】特開2010-199606(P2010-199606A)
【公開日】平成22年9月9日(2010.9.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-036
【出願番号】特願2010-101430(P2010-101430)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  21/027    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/20     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  21/683    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５１５Ｄ
   Ｈ０１Ｌ  21/30    ５１５Ｇ
   Ｇ０３Ｆ   7/20    ５２１　
   Ｈ０１Ｌ  21/68    　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月29日(2011.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板に露光光を照射して、基板を露光する液浸露光装置において、
　液体を回収する液体回収機構と、
　前記液体回収機構によって回収された液体の酸性度を計測する計測装置と、
　前記計測装置の計測結果に基づいて、前記基板上に供給された液体に接触する液体接触
面に機能液を供給する機能液供給装置と、を備えた
露光装置。
【請求項２】
　前記液体接触面に供給された前記機能液は、前記液体接触面の酸性度を低下させる
請求項１に記載の露光装置。
【請求項３】
　前記液体接触面に供給された前記機能液は、前記液体接触面の酸性度を中和可能である
請求項１又は２に記載の露光装置。
【請求項４】
　前記基板を保持する基板ステージをさらに備え、
　前記液体接触面は、前記基板ステージの上面を含む
　請求項１から３のいずれか一項記載の露光装置。
【請求項５】
　前記基板が対向するように配置されたノズル部材、を備え、
　前記液体接触面は、前記基板と対向する前記ノズル部材の下面を含む
　請求項１から４のいずれか一項記載の露光装置。
【請求項６】
　前記機能液は、前記ノズル部材の供給流路を介して供給される
　請求項５記載の露光装置。
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【請求項７】
　前記機能液供給装置は、基板に照射される露光光が通過する液体を送出する液体供給部
に前記機能液を流す
　請求項６に記載の露光装置。
【請求項８】
　前記機能液供給部は、基板に照射される露光光が通過する液体を送出する液体供給部の
下流に接続されている
　請求項６又は７に記載の露光装置。
【請求項９】
　前記ノズル部材は、前記基板が対向する下面に液体供給口を有し、
　前記機能液は、前記液体供給口から供給される
　請求項５から８のいずれか一項記載の露光装置。
【請求項１０】
　前記ノズル部材は、前記基板が対向する下面に液体回収口を有し、
　前記機能液は、前記液体回収口から回収される
　請求項５から９のいずれか一項記載の露光装置。
【請求項１１】
　前記基板の露光中に、前記基板上に供給された液体が前記液体回収口から回収される
　請求項１０記載の露光装置。
【請求項１２】
　前記液体回収機構は、前記液体回収口を有する
　請求項１０又は１１に記載の露光装置。
【請求項１３】
　前記液体回収機構は、前記基板の露光中に、前記基板上に供給された液体を回収する液
体回収口を有する
　請求項１から４のいずれか一項に記載の露光装置。
【請求項１４】
　前記機能液は、前記液体回収口から回収される
　請求項１３記載の露光装置。
【請求項１５】
　前記液体回収機構は、回収した液体に含まれる所定物質を低減又は除去するための除去
装置を有する
　請求項１～１４のいずれか一項に記載の露光装置。
【請求項１６】
　前記除去装置は、前記液体回収機構によって回収された液体が流れる流路の所定位置に
設けられたフィルタ部材を含む
　請求項１５に記載の露光装置。
【請求項１７】
　基板を露光する液浸露光装置における液体供給方法において、
　液体を回収することと、
　前記回収により回収された液体の酸性度を計測することと、
　前記計測の計測結果に基づいて、前記基板上に供給された液体に接触する液体接触面に
機能液を供給することと、を含む
　液体供給方法。
【請求項１８】
　前記液体接触面に供給された前記機能液は、前記液体接触面の酸性度を低下させる
　請求項１７に記載の液体供給方法。
【請求項１９】
　前記液体接触面に供給された前記機能液は、前記液体接触面の酸性度を中和可能である
　請求項１７又は１８に記載の液体供給方法。
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【請求項２０】
　前記液浸露光装置は、前記基板を支持する基板ステージを備え、
　前記機能液は、前記基板ステージに接触する
　請求項１７から１９のいずれか一項に記載の液体供給方法。
【請求項２１】
　前記液浸露光装置は、前記基板が対向するように配置されたノズル部材を備え、
　前記機能液は、前記ノズル部材に接触する
　請求項１７から２０のいずれか一項に記載の液体供給方法。
【請求項２２】
　前記機能液は、前記ノズル部材の供給流路を介して供給される
　請求項２１記載の液体供給方法。
【請求項２３】
　前記ノズル部材は、前記基板が対向する下面に液体供給口を有し、
　前記機能液は、前記液体供給口から供給される
　請求項２１又は２２記載の液体供給方法。
【請求項２４】
　前記ノズル部材は、前記基板が対向する下面に液体回収口を有し、
　前記機能液は、前記液体回収口から回収される
　請求項２１から２３のいずれか一項記載の液体供給方法。
【請求項２５】
　前記機能液は、ダミー基板上に供給される
　請求項１７から請求項２４のいずれか一項に液体供給方法。
【請求項２６】
　請求項１から１６のいずれか一項に記載の露光装置を用いるデバイス製造方法。
【請求項２７】
　請求項１７から２５のいずれか一項に記載の液体供給方法を用いるデバイス製造方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】露光装置、液体供給方法、及びデバイス製造方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、液体を介して基板を露光する露光装置、液体供給方法、及びデバイス製造方
法に関するものである。
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